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地域経営と道州制

－　もてなしの心で魅力ある街づくり－
東和不動産株式会社
代表取締役社長
　神尾　隆　氏

　　　　　（トヨタ自動車株式会社相談役）

＜はじめに＞
温暖化の問題、食糧問題、燃料問題等々、世界は大変な課題に直面している。60億ぐらいの世界の人口が、数十年後には100億を突破するという。直近では、アメリカのツインタワービル飛行機突入のテロリズム、昨年のサブプライムローンの破壊、あるいはリーマンショックなどを契機に、世界中の金融システムが崩壊した。百年間トップを走り続けたアメリカのBIG３であるGM、クライスラーが破綻、国家管理に入り、これから自動車産業はどうなっていくのか、これも間違いなく課題である。

一方、日本は今、政治的にも揺らいでいる。中央集権国家あるいは官僚システムがうまく機能していかない。１億2000万の人口が、50年後には9000万人ぐらいまでに減り、今世紀末には5000万人ぐらいになる。長期的には少子化が続く。2005年は年齢的にバランスが少し崩れているが、まだ下の方で支えることのできる人口構成になっている。しかし、2050年以降は人口も減り、支える人が極めて少なくなり、高齢化社会が到来するというのは止めようがない事実である。

＜道州制の提唱＞

日本は戦後、追いつき追い越せで経済的に急成長したが、少子高齢化が加速度的に進むと、東京あるいはどこかの都市の便利なところへ一局集中することになり、日本の都市間競争で優劣が付け始められることが危惧される。東京都は別格としても、100万人を超える都市がある一方で数百人でも市町村という単位で自治が行なわれている。
私が所属している経団連が考える道州制は、現在の４７都道府県を廃止し、１０程度の広域自治体（道州）を新たに設置するというもの。地方公共団体は道州と基礎自治体（市町村）という二層制とし、それぞれが自治権を活用し、真の住民自治を実現するために必要な権限と財源も併せて備える。国は国家間の外交・防衛、その他、日本を国としての形を成して行くべきものに限り役割・権限・予算というものを持てばよい。
中部圏は５県（長野・岐阜・静岡・愛知・三重）を中部州として、国からいろいろな権限の委譲を受け、中部州を日本の中で、世界の中で魅力ある州にしていこうと提唱している。
＜魅力ある日本、魅力ある地域、魅力ある都市に＞
消防体制、地域の治安、子育て支援・人材育成、地域医療や介護も、地域が権限を持てるようになれば独自の体制が組める。農林業、観光を含め、地域に合った産業を振興することで、魅力ある豊かな地域づくりを行なっていくことができる。現在の中部を見直し、今後どうならなきゃいけないか、次の視点で見ている。

一つは社会制度の改革・道州制の理論。二つ目は産業科学・技術の進歩。三つ目は空港・道路・港湾などの社会資本。それらを国任せにするのではなく、その地域が責任をもって自分の体制で行なっていくシステムにしていかないと、魅力ある地域にすることはできない。そして国際交流という点からも世界中の人々が行ってみたい、働いてみたい、住んでみたい、学んでみたいという地域にしていく必要がある。

つい去年の中頃までは、中部は日本一元気が良い地域だと言われていたが、先般発表したトヨタの決算は5,000億以上の赤字で、今期は8,500億の赤字になるという。ものづくりは大事だが、今後どのような産業・技術・分野がより世界をリードできる分野なのかということを考え、次代の産業をリードできる分野に向いていかなければいけない。中部経済連合会としては、この地域の強さを活かしながら、次は何をやることによって世界をリードできるものづくりができるかということの方向性を定め、その分野を変えていく必要がある。我々は地域力という指標を用いるが、それは、その地域の可住面積、就業人口、地域産業の総生産、県民所得、工業製品の販売価格、農業の産出価格はどうかなどを数値化したものである。

＜広域観光協会＞
国でも地域でも都市でも家庭でも、そこに魅力があれば人が多く集まり栄える。例えばフランスは6,100万人の人口だが、年間観光などで訪れる人は7,120万人。スペイン4,340万人に6,200万人の観光客。ところが日本は1億2,000万の人口に訪れる観光客は835万人。反面、1,754万人が海外への出張・観光で出国していく。次に観光インフラとしてはどうだろうか。道路、鉄道、空港はどうなっているのか、ホテル・旅館、それから自然景観、歴史文化、博物館・美術館や神社仏閣・重要文化財・史跡・名勝・天然記念物などをしっかり押さえて、今後の政策を考えていく必要がある。
日本人として各地域に旅行に出かけ満足した所は、沖縄がトップ、鹿児島が続き、愛知県は43番目。外国人が帰国してから良いと言ったエリアは、北海道、沖縄、九州・関東ときて、中部は８番と低い。観光というのは県ごとではダメだとわかる。ならば他県を巻き込んで、富山・福井・長野・岐阜・静岡・愛知・三重・滋賀県が連携をして、広域観光推進協会というのを立ち上げている。
＜観光学科＞

学校に観光学科があるというのは有難い。観光学科ではいろいろなプログラムを組んで、観光ということの大事さ、おもてなしの大切さということを考えていく必要がある。

そこで求められるのは、自由な発想とグローバルな視点、日本ブランドづくりと情報発信だ。お客様のニーズの変化を的確に捉え、何をすべきかを考える力、語学を完全にマスターし、真にグローバルなものの見方ができる力、日本の歴史、文化、風土に通じた「ミスタージャパン、ミズジャパン」の育成を産学連携してする必要がある。
＜国際都市・文化都市＞

名古屋駅地区の街づくり協会の会長として、高層ビルが乱立しそうな駅前をどんな風にしていこうかとアンケートを取った結果、「緑が多く、町並みが美しい街にしてほしい」と。それは、今はないということ。「歴史文化を感じることのできる街になってほしい」これは、今はあるのにうまくアピールできていない。
尾張徳川の名古屋城とか、日本のおとぎ話に出てくる熱田神宮など歴史的なものもここにはあるし、エリアを広げると、伊勢神宮、飛騨高山・白川郷など世界遺産もこのエリアに含まれており、それらをいかに連携しながらこのエリアの魅力を発信していくかということも観光振興には不可欠と言える。

多岐に亘り、皆様の日頃の教育プログラムとはかなり違った内容になったかも知れないが、先生方にはこれから若い方に教育を施されていくとき、日本の人口が減っていく中で、どういう課題があるのかということと、人口が減っても観光客が訪れてくれて、繁栄を招くためには何が必要かという視点をもってほしい。おもてなしの心で魅力ある街づくりをするべく事例が十分でなかったと思うが、今日の話が少しでもお役に立てば幸いである。

＜文責　西川三恵子（名古屋経営短期大学）＞
神尾　隆氏　プロフィール








